
８月号の目次
２ 特集　まちの防災リーダー

６ ごみの分別でよりよいまちづくり

７ パゴにっき

８ 斑鳩文化財センターだより

９ 図書館だより

10
斑鳩町協働のまちづくり
活動提案事業を募集します！

11 地域の子どもは地域で守ろう

12 まちの情報

18 保健センターだより

20 斑鳩町生活応援券を発行します！

　掲載しているイベント
等の情報は、７月18日時
点での情報です。状況に
より変更となる場合があ
ります。

「おいしいお米ができるかな（西小）」 （P7に関連記事）

2023
8
No.695
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安全安心課（☎内線272）安全安心課（☎内線272）

　防災士の資格をお持ちで、斑鳩町在住の人を対象に、講演会・交流会を開催しました。
　当日は、町内にお住まいの防災士である水家　健太郎さん（医療法人藤井会 石切生喜病院所属）
をお招きし、水家さんが国際緊急援助隊・医療チームとして派遣された、トルコ・シリア地震（令
和５年２月６日発生）の被災地での活動内容などについてご講演いただきました。
　講演では、現地で被災者のリハビリ支援などを行った当時の状況や支援活動について、写真や
動画を用い、お話しされました。
　また、参加者のみなさんの普段の活動について意見交換が行われ、町内にお住まいの防災士間
のネットワーク構築を図りました。

▲水家 健太郎さん

まちまちのの防災リーダー防災リーダー
特 集

６月28日（水）斑鳩町防災士交流会を開催しました６月28日（水）斑鳩町防災士交流会を開催しました
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　現在、町内に自主防災組織が３０団体あり、普段から、防災訓練や、資機材の備蓄などの活動
をされています。今回は、その中から２つの団体の活動をご紹介します。

Q1  いつから活動しているのですか？
　 　以前から年に一度の消防訓練実施や、斑鳩

町の広報紙等を使用して、知識の普及や啓発
活動を行っていましたが、平成30年４月１
日に三室地区自主防災組織を立ち上げ、あら
ためて自主防災活動を活発に行うことになり
ました。

Q2  活動内容について教えてください
　 　最初の取り組みとしては、三室地区の方に

自主防災の重要性について、奈良県防災士会
から講師を招いて、災害（水害）タイムライ
ンのチーム作業を実施しました。その後、災
害時の対策マニュアルを検討し、さらに、災
害時を想定したかたちで、防災委員会委員に
よるタイムラインの作成を実施しています。

　 　また、消防署に訓練を依頼して、AED 講
習や救急救命講習なども行っています。

Q1  いつから活動しているのですか？
　平成24年６月、有志により自主防災・防犯会を
立ち上げました。
　平成25年３月、自治会総会で自治会下部組織と
なり、町の設立補助金を受け、紅葉ヶ丘自主防災組
織としてスタートしました。
Q2  活動内容について教えてください。
　毎月第１土曜日に会議を行い、防災・防犯活動に
ついて話し合いを行っています。
　また、毎月第２、第４土曜日には、地域のパトロー
ルを行い、空き家や空き地の状況確認、ブロック塀
などの安全確認を行っています。
Q3  紅葉ヶ丘地区ならではの取り組みはありますか。
　定期的に、ホース格納箱の点検、防災倉庫の器具
の点検と扱い方の訓練を実施しています。また、年
１回、消防署の協力を得て消火訓練等を実施してお
り、その他に、炊出訓練や地域住民への災害に関す

Q3  三室地区ならではの取り組みはありますか？
　 　最近の取り組みとしては、自主避難困難者

の調査やヒアリングなどを行っており、土砂
災害警戒情報が発令されたときには、防災委
員会委員や地区の方々の協力によって、安否
確認などを行っています。

　 　また、三室地区秋祭りの中でも、炊き出し
の訓練として防災食のカレーの提供や、自主
防災について防災クイズを行って、防災に対
する啓発活動を行っています。

るアンケート、消火器や警報器の備え等の啓蒙活動
を行っています。なお、当地区は、５か所に防犯カ
メラを設置しており、防犯活動にも力を入れていま
す。
Q4  問題点はありますか。今後の方針はありますか。
　メンバーの高齢化が進み、活動に支障をきたすよ
うになってきているのが問題点です。
　よって、今後は現役世代の人たちに、防災へ意識
を向けてもらって、活動に参加していただき、災害
発生時には率
先 し て 協 力
し、行動をし
てもらえるよ
うな体制づく
りを進めたい
と考えていま
す。

三室地区自主防災組織　代表 𠮷井 達也さん

紅葉ヶ丘自主防災組織　代表 中西 大元さん

AED 講習 防災クイズ

町内で活動されている自主防災組織を紹介します
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　大規模災害が発生した場合、各地で被害が発生するため、消防や警察などの「公助」だけでは
限界があり、地域で互いに協力しながら助け合う「共助」が必要となります。阪神・淡路大震災
では、地震によって倒壊した建物から救出された人の約８割が家族や近所の住民などによって救
出されており、消防、自衛隊などによって救出された人は、約２割であるという調査結果があり
ます。
　地域で「自主防災組織」を組織し、日頃からのコミュニケーション、防災訓練などを通じ、い
ざというときに一体となって地域の人たちの命を守れるように備えましょう。

③URLをクリックし、
　希望する配信項目
　を選択して「次へ」
　を押します。

④登録完了です。

このアドレスに
情報メールが届きます。

配信を希望する項目を
選択してください。

××××＠□□□□.jp

①二次元バーコードを読み取り、
　空メールを送信してください。

二次元バーコードが読み取れ
ない場合は、bousai.ikaruga-
town@raiden3.ktaiwork.jp宛
に空メールを送信してください。

②数分以内に、登録用
　ＵＲＬが記載され
　たメールが届きます。

あなたが、自治会などの
一般メンバーの場合

あなたが、自治会などの
役員の場合

　自治会の総
会で、防災へ
の関心を高め
る必要性を訴
える。

役員会での検討 自主防災活動の
開始

総会での決議

　自治会の役
員会で、防災
への関心を高
める必要性を
訴える。

災害からわたしたちの命・町を守るために

自主防災組織とは…自分たちの地域を自分たちで守るために自主的に結成する組織です

自主防災組織をつくろう！

自主防災組織作成の手順 設立をお考えの人は安全安心課へご相談ください。（☎内線272）

▶ 斑鳩町自主防災組織設立及び活動支援補助金 ◀
　防災資機材（発電機、備蓄食料など）の
購入費用や活動に要する経費に対し、戸数
に応じて補助金を交付します。

設立補助金（設立時のみ）　50,000円～150,000円
活動補助金（翌年度以降）　20,000円～ 60,000円

斑鳩町防災情報斑鳩町防災情報
メールにメールに

登録しましょう登録しましょう
　避難指示などの防災
情報や、火災、防犯情
報などを住民の皆さん
へメールで配信してい
ます。

町の補助制度を活用しましょう！
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役場庁舎総合防災訓練を行いました
　７月10日（月）午前11時頃、ナラ・シェイクアウト（奈良県いっせい地震行動訓練）が奈良県内
でいっせいに行われ、斑鳩町役場では、ナラ・シェイクアウトに引き続き役場庁舎総合防災訓練
を実施しました。
　奈良県広域消防組合西和消防署にご協力いただき、はしご付消防車を用いて、役場庁舎３階か
ら負傷者を救出する訓練などを行いました。

家具類の転倒・落下防止対策をし、出入り口や通路に物を置かないようにしましょう。
避難場所までの安全な避難方法やルートを確認しましょう。
非常持ち出し品を準備し、すぐに持ち出せるようにしておきましょう。

✔

✔

✔

安全行動の１－２－３

震災対策日常の心得

地震の発生時に机等の下に身をかがめる訓練
来庁者も訓練に参加していただきました

子どもたちも訓練に参加
はしご車での救出訓練を見守るようす

負傷者の救出訓練
（西和消防署のはしご付消防車）

消防署員によって負傷者が
救出されています

　ナラ・シェイクアウト　ナラ・シェイクアウト
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　町立３小学校の５年生が、総合的な学習の時間を活用
して、米づくりについて学習しています。そのなかで、
斑鳩町農業振興会に協力をいただき、田植え作業を体験
しています。
　今回は２年ぶりに、農業振興会のご指導のもと、児童
たちが一所懸命一つ一つ苗を植えました。秋にはみんな
で収穫します。この体験をとおして、お米の生育過程を
学び、農作業の苦労も経験することで、「食」に関する
考えを深めています。

　奈良県初の３人制バスケットボールプロチーム
「Nara Great Buddhers」と連携協力に関する協
定を締結しました。
　世界遺産法隆寺のある斑鳩町をホームタウンと
し、スポーツの振興や地域振興に関し、相互に連
携することで、まちの活性化に貢献いただきます。
Nara Great Buddhers は今年から3X3UNITED
に参戦が決定しています。「奈良から世界へ！！」
をめざすチームへの応援をよろしくお願いします。

　災害時または災害が発生する恐れがある場合、
物資を迅速かつ円滑に被災地へ供給するために必
要な事項を定めるとともに、日ごろから情報共有
を図っていくことを目的に、NPO 法人コメリ災害
対策センターと「災害時における物資供給に関す
る協定」締結式を行いました。

◀ 

６
／
27 

斑
鳩
西
小
学
校

◀ 

６
／
26 

斑
鳩
東
小
学
校

▶ 

６
／
29 

斑
鳩
小
学
校

パゴにっきパゴにっき イベントや学校行事など、まちの
話題をお届けします。

もっとお米のことを学ぼうもっとお米のことを学ぼう
～小学校田植え体験～～小学校田植え体験～

「奈良から世界へ！！」「奈良から世界へ！！」
３人制バスケットボール３人制バスケットボール
プロチームとの連携協定プロチームとの連携協定

「災害時における物資「災害時における物資
供給に関する協定」を供給に関する協定」を
締結締結 7/46/21
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誕
１
４
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０
年
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に
聖
徳
太
子

は
「
斑
鳩
宮
」
の
造
営
を
始
め
、
４
年
後

の
推
古
天
皇
十
一（
６
０
５
）年
に
斑
鳩
へ

移
り
住
み
ま
し
た
。
斑
鳩
宮
の
他
に
、「
岡

本
宮
」
や
「
飽あ
く

波な
み

葦あ
し

墻が
き
の

宮み
や

」
を
造
営
し
た

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
族
を
引
き
連
れ

て
移
住
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
法
隆
寺
の
造
営
も
同
じ
頃
に
行
わ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
太
子
が
斑
鳩
の
地
を
選
ん
だ
理
由
は
、

奈
良
盆
地
内
を
流
れ
る
河
川
の
合
流
す
る

場
所
に
近
く
、
大
和
川
の
水
運
を
利
用
し

て
朝
鮮
半
島
や
隋ず
い（
中
国
）な
ど
の
外
国
と

往
来
が
で
き
る
こ
と
、
陸
路
が
東
西
に
広

が
る
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
説

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
時
天
皇
の
宮
が

あ
っ
た
飛
鳥
へ
太
子
が
通
う
た
め
の
道
路

で
あ
る
「
筋す
じ
違か
い

道み
ち
（
太
子
道
）」
も
こ
の

頃
に
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
政
治
面
で
は
、
世せ

襲し
ゅ
う

で
な
く
能
力
に
よ

り
広
く
人
材
を
登
用
す
る
制
度
と
し
て

「
冠
位
十
二
階
」
を
定
め
た
り
、
人
と
し

て
の
心
構
え
を
示
し
た
「
憲
法
十
七
条
」

を
制
定
し
た
り
、
大
陸
の
先
進
文
化
を
取

り
入
れ
る
た
め
に
「
遣け
ん

隋ず
い

使し

」
を
隋
に
派

遣
す
る
な
ど
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
国
づ

く
り
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

現
在
も
親
し
ま
れ
る
聖
徳
太
子

　
太
子
は
、
推
古
天
皇
三
十
（
６
２
２
）

年
に
49
歳
で
亡
く
な
り
、「
磯し

長な
が
墓ぼ

」（
大

阪
府
太
子
町
）に
葬
ら
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　
太
子
が
亡
く
な
っ
た
後
は
、
一
度
に
10

人
の
話
を
聞
き
分
け
た
逸い
つ

話わ

が
早
く
も

『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
な
ど
、
没
後

間
も
な
い
時
期
か
ら
伝
説
が
生
ま
れ
、
そ

の
後
の
太
子
信
仰
の
興こ
う

隆り
ゅ
う

に
も
つ
な
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
我
が
国
の
紙
幣
の
肖
像

と
し
て
最
も
多
く
採
用
さ
れ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
日
本
史
上
最
も
有
名
な
人
物
の
一

人
と
し
て
、
現
在
も
多
く
の
人
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
節
目
の
年
を
機
に
、
聖
徳
太
子
に

つ
い
て
あ
ら
た
め
て
知
る
き
っ
か
け
に
な

れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　来年は、聖徳太子が生
まれてから１４５０年の
節目の年にあたります。
このことから、今回は聖
徳太子の生涯や事績を紹
介します。

放
送
大
学

放
送
大
学1010

月
生
募
集

月
生
募
集

　
　
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
４
２
⑳
７
８
７
０
）

　
放
送
大
学
は
、
令
和
５
年
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約

9
万
人
の
学
生
が
、大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
に
よ
る

授
業
だ
け
で
な
く
、
学
生
は
授
業
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
・
心
理
学
な
ど
、
約
３
０
０
の

幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
卒
業
す
れ
ば
学

士
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

授
業
料　
１
１
，
０
０
０
円
／
1
科
目

　
　
　
　
（
入
学
金
は
別
）

出
願
期
間　

　
第
１
回
は
８
月
31
日（
木
）ま
で

　
第
２
回
は
９
月
12
日（
火
）ま
で

※ 

半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業

料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。（
半
年
だ

け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
）

※ 

資
料
を
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◀  

斑
鳩
宮
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

　

 

現
在
の
東
里
集
落

「聖徳太子の
生涯と事績」
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町立図書館の臨時開館
　８月11日（祝・金）は臨時開館します。
　開館時間　午前10時～午後５時

図書展示「平和展」　８月２日（水）～31日（木）
　戦争の悲惨さ、平和の尊さを後世に伝えるため、展示棚で関連
資料の展示を行います。

９月ブックスタート
　赤ちゃんと保護者に絵本を無料でプレゼントする催し
です。
日時　９月１日（金）・３日（日）
　　　午前10時～午後５時
　　　※ 絵本の読み聞かせをご希望の人は午前10時～

11時にお越しください。
場所　町立図書館
対象　６ヶ月～１歳未満の赤ちゃんとその保護者
　　　※保護者だけでも受け取りできます。
持物　母子健康手帳・
　　　絵本ひきかえ券

おはなし会
■水曜日のおはなし会　８月９日（水）午後２時～
　協力　ひこはな絵本の会　対象　０歳～６歳
■土曜日のおはなし会　８月19日（土）午後３時～
　協力　おはなしさんぽ　　対象　小学生以下
　場所　町立図書館　児童フロア　カーペットコーナー
　定員　各10組（先着順）

スマホでもっと図書館を使いこなそう！
　電子書籍が読める「斑鳩町電子図書館」ってどんなもの？本の予約を自分でするにはどうすれば
いいの？初めての人も、一度使って「わからない」と感じた人も、図書館職員がスマートフォンや
パソコンを利用した町立図書館の便利な使い方をお教えします！
日時　８月26日（土）午前10時～11時30分／８月27日（日）午後２時～３時30分
場所　いかるがホール　研修室（Wi-Fi 完備）
対象　町内在住・在勤・在学の人で、斑鳩町立図書館の利用カードを持っている人
持物　インターネットに接続できるスマートフォンやタブレット、ノートパソコンなど
定員　各日10人（先着順）
申込　８月２日（水）から受付を開始します。図書館窓口・電話・FAX・メールでお申し込みください。

一般書 貸出ベスト３

１位　「ウクライナ戦争」 小泉　悠
２位　「癌一髪！」 寺崎　央
３位　「教

きょう
誨
かい

」 柚月　裕子

児童書 貸出ベスト３

１位　「こぐまちゃんおはよう」
２位　「ポケモンをさがせ！２」
３位　「ポケモンをさがせ！３」

電子図書館 貸出ベスト３

１位　「 としょかんにいこう（みんな
のまちのしせつ図鑑　しせつ
のつかい方がよくわかる）」

２位　「 どんな顔立ちでも、ハッとす
るほどキレイになる」

３位　「 ミニマリスト、41歳で4000
万円貯める」

お知らせランキング５月
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★事業の概要
　住民と行政が目的や目標を共有
し、時代のニーズにあった新しい
活動をつくり出そうとする住民活
動団体を支援し、自立した継続的
な活動につなげることを目的とす
るものです。

★歴史・文化に関する事業
★環境・景観に関する事業
★健康・福祉に関する事業
★観光や産業の振興に関する事業
★安全・安心に関する事業　など

資　　格
　次の要件のすべてに該当する住民活動団体が対象となります。
　① 斑鳩町内で住民活動を行っている、または行う見込みがあるこ

と。
　②事業完了後も継続して住民活動を行う見込みがあること。
　③ 組織の運営に関する規約、会則などを有し、会員名簿を備えて

いること。
　④適正な会計処理が行われていること。
　⑤ ５人以上の会員で組織し、会員の過半数が斑鳩町内に在住、在

勤または在学していること。
　⑥宗教活動や政治活動を目的とした団体でないこと。
　⑦暴力団などと社会的に非難されるべき関係を有していないこと。

対象事業
　次の要件のすべてに該当する事業が対象となります。
　① 住民活動団体が地域の課題解決や活性化のために斑鳩町と協働

で行う事業であること。
　②住民活動団体が新しい視点から行う事業であること。
　③専ら営利を目的としない事業であること。
　④ 国、地方公共団体などからの助成を受けておらず、または受け

る予定がないこと。

事業年度
　令和６年度に行う事業が対象となります。

選　　考
　 書類審査およびプレゼンテーションにより、選考委員会において

選考します。

補助金額
　 補助金の額は、１事業あたり30万円を上限とします。対象経費は、

採択事業実施に係る経費のうち、直接事業に必要なものに限りま
す。（人件費は除きます）

認定申請書を住民
活動センターに提
出

書類審査と提案団
体のプレゼンテー
ションを行い審査

審査の結果を提案
団体に通知し、事
業認定

実施計画に基づき
補助事業を実施

補助事業完了後、
完了報告書を提出

事業の申請 選　　考 事業の認定 事業の実施 事業の報告

令和５年度 令和６年度
◦ 応募から活動までの主なスケジュール ◦

問合せ
住民活動センター
（生き生きプラザ斑鳩内）
☎0745-70-1000（代）
☎0745-70-0923（直通）
政策財政課（☎内線252）

斑鳩町協働のまちづくり斑鳩町協働のまちづくり
活動提案事業を募集します！活動提案事業を募集します！

あなたもチャレンジしませんか！新しい住民活動あなたもチャレンジしませんか！新しい住民活動

活動提案事業のイメージ活動提案事業のイメージ

令和６年度事業
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学
校
安
全

学
校
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
　
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課

　
（
☎
内
線
２
３
５
）

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
、
地
域
の
み
な
さ
ん

に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
年
々
、
子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ
犯
罪
は

複
雑
化
し
て
お
り
、
悪
質
な
犯
罪
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
は
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
の
人
た
ち
や
行
政
、
警
察
の
連

携
し
た
防
犯
体
制
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
で
守
る
」

と
い
う
意
識
と
隣
近
所
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
持
ち
、
地
域
全
体
で
犯
罪
を
未

然
に
防
ぐ
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
学
が
で
き

る
ま
ち
と
す
る
た
め
、
引
き
続
き
「
学
校

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す
。

活 

動
内
容　
登
下
校
時
間
の
校
区
内
、
学

校
周
辺
の
巡
回
お
よ
び
児
童
へ
の
声
か

け
な
ど
。（
週
に
１
度
で
も
結
構
で
す
）

対 

象　
町
在
住
で
、
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪

や
事
故
か
ら
守
り
た
い
と
い
う
熱
意
の

あ
る
人
。

応 

募
方
法　
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申

込
書
（
各
小
・
中
学
校
、
役
場
教
育
委

員
会
窓
口
で
配
布
）
に
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
教
育
委
員
会
事
務
局
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

そ
の
他
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
事
務

局
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
１
１
０
番
の
家

こ
ど
も
１
１
０
番
の
家

　
「
パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の
家
」
の

　
「
パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の
家
」
の

旗
設
置
に
ご
協
力
を
！

旗
設
置
に
ご
協
力
を
！

　
安
全
安
心
課
（
☎
内
線
２
７
３
） 

　
児
童
や
生
徒
が
不
審
者
な
ど
に
つ
き
ま

と
わ
れ
た
際
に
、逃
げ
込
み
場
所
と
し
て
、

身
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

平
常
時
で
も
旗
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
防
犯
意
識
の
啓
発
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、平
成
10
年
12
月
か
ら
通
学
路・

公
園
周
辺
の
家
庭
や
店
舗
を
中
心
に
「
こ

ど
も
１
１
０
番
の
家
（
パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の

家
）」
の
旗
の
設
置
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
や
事
件
か
ら
守
る

に
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
注
意
を
呼
び
か
け

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
ぐ
る
み
の
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
現
在
、
７
３
０
戸
で
設
置
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
家

庭
な
ど
で
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の

旗
を
掲
げ
て
い
た
だ
き
、
安
全
で
安
心
し

て
住
め
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
新
た
に
旗
の
設
置
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
人
、
ま
た
、
す
で
に
設
置
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
て
、
旗
の
汚
損
な

ど
に
よ
り
、交
換
す
る
必
要
が
あ
る
人
は
、

安
全
安
心
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
設
置
方
法
に
つ
い
て
は
… 

　
終
日
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
旗

を
児
童
・
生
徒
の
目
に
つ
き
や
す
い
軒の
き
先さ
き

な
ど
に
掲
げ
て
く
だ
さ
い
。

●
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
時
に
は
… 

　
児
童
・
生
徒
を
屋
内
に
入
れ
、
安
全
の

確
保
を
は
か
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

す
ぐ
に
１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

そ
の
他
詳
し
く
は
、
安
全
安
心
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　児童、生徒の安全を守るには、地域全体で犯罪を未然に防ぐ環境づ
くりや地域によるコミュニケーションが大切です。
　以前から、住民のみなさんのご協力で、通学路のパトロールなどを
行っていますが、安全で安心して住めるまちづくりを、
より一層推進するため、「学校安全ボランティア」と
「こども１１０番の家（パゴちゃんの家）」の旗を設置して
いただける家庭を募集します。ご協力をお願いします。

「
な
が
ら
見
守
り
」
へ
の

ご
協
力
を

　
「
な
が
ら
見
守
り
」
は
、
買
い
物
や
散

歩
な
ど
日
常
生
活
の
中
で
少
し
だ
け
、
防

犯
の
視
点
を
持
っ
て
地

域
の
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
取
組
み
で
す
。
１

人
で
も
多
く
の
人
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
、
安
心
の
実
現
に

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

地域地域のの子ども子どもはは地域地域でで守ろう守ろう



主な連絡先
斑鳩町役場
 ☎0745-74-1001
上下水道課（上水道係）
 ☎0745-74-1401
上下水道課（下水道係）
 ☎0745-74-2406
町立図書館
 ☎0745-75-7733
中央公民館
 ☎0745-74-1511
東公民館
 ☎0745-74-4122
西公民館
 ☎0745-75-3911
中央体育館
 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
 ☎0745-70-1000
保健センター
 ☎0745-70-0001
斑鳩町地域包括
支援センター

☎0745-74-5666
斑鳩町観光協会
 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
 ☎0745-74-0990
衛生処理場
 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
 ☎0745-74-5050
ふらっぴん♪
 ☎0745-44-3177
いかるがホール
 ☎0745-75-7743
三室休日診療所
 ☎0745-74-4100
斑鳩町シルバー
人材センター
 ☎0745-75-0884

ま
ち の 情 報

122023.8.  広報 

第
１
回
人
権
セ
ミ
ナ
ー

　
生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
２
３
）

　
音
楽
を
通
し
て
、身
近
な
人
権
問
題
を
、

言
葉
や
理
屈
で
は
な
く
、
感
性
や
感
覚
で

受
け
止
め
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
と

も
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　
８
月
26
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　
中
央
公
民
館　
大
ホ
ー
ル

演
題　
夢
と
出
会
い
と
や
さ
し
さ
と

講
師　
か
ぎ
ろ
ひ
「
夢
」
バ
ン
ド

奈
良
県
民
手
帳
の
予
約
申
込

（
２
０
２
４
年
版
）

　
政
策
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
３
）

　
２
０
２
４
年
版
奈
良
県
民
手
帳
の
予
約

申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。
購
入
を
希
望
す

る
人
は
、
電
話
、
ｆ
ａ
ｘ
（
０
７
４
５
�

１
０
１
１
）ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル（zaisei@

tow
n.ikaruga.nara.jp

）
で
、
政
策

財
政
課
へ
予
約
申
込
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

申
込
冊
数
、
希
望
の
色
（
す
ほ
う
（
赤
）・

黒
の
２
色
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

予
約
申
込
期
限　
８
月
18
日（
金
）ま
で

販
売
日
程　
10
月
上
旬
予
定（
予
約
者
の
み
）

代
金　
１
冊
６
０
０
円（
商
品
と
引
換
え
）

場
所　
役
場
２
階　
政
策
財
政
課

発
達
障
害
に
つ
い
て
の
巡
回
相
談

　
福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　
発
達
障
害
に
つ
い
て
心
配
や
不
安
の
あ

る
人
や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。（
大
人
の
発
達
障
害
も
対
象
）

「
奈
良
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

で
ぃ
あ
ー
」の
専
門
職
の
職
員
も
交
え
て
、

お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
要
事
前
予
約
）

巡
回
相
談
日　
８
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
役
場
内
会
議
室

申 
込　
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
簡
単
な
聞
き
取
り

と
、
巡
回
相
談
の
時
間
の
予
約
を
受
け

付
け
ま
す
。
な
お
、
相
談
枠
が
定
員
と

な
っ
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を選

任

　
　
（
敬
称
略
）

　
委　
員　
長　

𫝆い
ま　

邨む
ら　

鐵て
つ　

雄お

　
職
務
代
理
者　

松　
下　
　
　
靖き
よ
し

　
委　
　
　
員　

浅　
井　
　
　
真

　
委　
　
　
員　

鈴　
木　
さ
よ
子

　
前
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
議
会
で

の
選
挙
の
結
果
、
右
記
の
み
な
さ
ん
が
町

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
初
委
員
会
が
７
月
18
日（
火
）に

開
催
さ
れ
、𫝆
邨
鐵
雄
さ
ん
が
委
員
長
に
、

松
下
靖
さ
ん
が
委
員
長
職
務
代
理
者
に
そ

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
７
月
18
日
か
ら
令
和
９
年
７

月
17
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

広告広告
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募　
　
集

斑
鳩
の
里
文
化
芸
術
祭

　
生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
２
２
）

　
斑
鳩
の
里
・
文
化
芸
術
祭
で
行
わ
れ
る

「
斑
鳩
町
美
術
展
覧
会
」
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

出
品
受
付
・
搬
入
（
中
央
公
民
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

　

 

10
月
１
日（
日
）～
17
日（
火
）午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
水
曜
日
を
除
く
）

出 

品
品
目　
洋
画
、
日
本
画
、
水
墨
画
、

書
芸
（
拓
本
を
除
く
）、
写
真
、
彫
塑

工
芸
（
彫
塑
・
陶
芸
・
切
絵
・
染
色
（
手

芸
に
属
す
る
も
の
は
除
く
））

※
１
人
１
部
門
１
点
の
み
と
し
ま
す
。

※ 

作
品
の
持
ち
込
み
は
、
必
ず
単
品
で
包

装
・
梱
包
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

出 

品
資
格　
町
在
住
、
在
勤
の
人
、
斑
鳩

美
術
協
会
員

審 

査　
出
品
作
品
は
、
す
べ
て
審
査
し
、

入
選
作
品
だ
け
を
展
示
し
ま
す
。

作 

品
の
大
き
さ　
す
べ
て
の
枠
張
額
装
の

表
面
素
材
は
ガ
ラ
ス
不
可
と
し
ま
す
。

洋 

画　

８
号
以
上
50
号
以
内
（
最
大
幅

１
１
６
．
７
㎝
）
の
枠
張
額
装
と
し
ま

す
。
油
絵
、
水
彩
画
、
ア
ク
リ
ル
画
、

パ
ス
テ
ル
画
、
版
画
も
こ
れ
に
準
ず
る

こ
と
と
し
ま
す
。

日 

本
画　
８
号
以
上
50
号
以
内
（
最
大
幅

１
１
６
．
７
㎝
）
の
枠
張
額
装
と
し
ま

す
。

水 

墨
画　
４
号
以
上
30
号
以
内
。
額
装
・

軸
装
と
し
、
長
さ
は
１
ｍ
以
内
と
し
ま

す
。

写 

真　
半
切
以
上
（
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト

は
Ａ
３
以
上
Ａ
１
以
下
）
の
単
写
真
と

し
、
枠
張
額
装
と
し
ま
す
。

書 

芸　
書
き
お
ろ
し
作
品
寸
法　
半
切
１

／
２
以
上
、
横
１
３
５
㎝
（
仮
名
の
み 

横
１
８
０
㎝
以
内
）、
縦
１
８
０
㎝
以

内
、
色
紙
は
不
可
。
額
装
・
軸
装
・
パ

ネ
ル
と
し
ま
す
。

彫 

塑
工
芸　
高
さ
２
ｍ
以
内
で
、
底
辺
の

１
辺
が
１
ｍ
50
㎝
以
内
と
し
ま
す
。
切

絵
は
、
８
号
以
上
50
号
以
内
（
最
大
幅

１
１
６
．
７
㎝
）
の
枠
張
額
装
と
し
ま

す
。
申
込
時
に
必
ず
作
品
展
示
用
レ
イ

ア
ウ
ト
図
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

募
集
要
領
は
、
各
公
民
館
・
図
書
館
・

生
涯
学
習
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※ 

美
術
展
覧
会
は
、
11
月
２
日（
木
）～
５

日（
日
）い
か
る
が

ホ
ー
ル
２
階
小

ホ
ー
ル
・
研
修
室

１
～
４
で
開
催
し

ま
す
。

８月の相談 内　　　容 相　談　日 時　間 場　所 申　　込

無 料 法 律 相 談
不動産、相続、離婚、損
害賠償、金銭貸借、保証
など民事上のトラブルな
どに関する相談

８日（火）、15日（火）、
22日（火）
（電話予約申込順）

13:00~16:00 役場１階
第２会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
契約のトラブル、悪質商
法、商品の品質・欠陥な
ど消費生活全般に関する
相談

24日（木）  9 :00~16:00

役場１階
第３会議室

申込不要
問合せ　安全安心課

（☎内線273）３日（木）、10日（木）、
17日（木）、31日（木） 13:00~16:00

人 権 相 談 人権の侵害や差別に関す
る相談

９日（水）
（毎月第２水曜日） 13:00~16:00 住民課

（☎内線163）行 政 相 談 行 政 の 仕 事 や 手 続 き、
サービスに関する相談 １日（火）

青少年悩みごと
教 育 相 談

青少年の悩みや不安と
いった心の問題に関する
相談（オンライン相談も可）

毎週火・金・土曜日  9 :00~16:00

中央公民館

申込不要
電話相談可能
☎0745-74-0077

出 前 サ ポ ス テ
若 者 自 立 の
無 料 相 談

働くことについて悩みを
抱える15~39歳くらい
までの若者やその保護者
を対象とした相談・支援

25日（金）
（毎月第４金曜日・祝日を除く） 10:00~12:00

若者サポートステー
ションやまと
☎0744-44-2055
fax0744-44-2056

創 業 支 援 相 談 事業計画書の作成支援や
創業全般に関する相談 22日（火） 18:00~20:00 商工会館 斑鳩町商工会

☎0745-74-2500

子 育 て 相 談
子育てについてのさまざ
まな悩みを臨床心理士な
どがお受けします

９日（水）、23日（水）
（毎月第２・第４水曜日）  9 :00~16:00

生き生き
プラザ斑鳩
相談室

子育て支援課
☎0745-75-1152

女性のための相談
女性が抱えるあらゆる悩
みの相談（オンライン相
談）

25日（金）
（第４金曜日） 13:00~16:20

役場会議室
または自宅
など

予約専用
☎0745-75-9269
休日を除く
8:30~17:30

※相談の時間が９：00~16：00の場合は、12：00~13：00の間は不在となります。
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　「いかるがの里 聖徳太子マラソン」は、第50回でＦＩＮＡＬを迎えた「いかるがの里・
法隆寺マラソン、斑鳩三塔健康走ろう会」が新しく生まれかわった大会です。
　内容を充実させ、みなさんのご参加をお待ちしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　生涯学習課（☎内線223）
令和５年度開催日程
ファンランの部　令和５年10月９日（祝・月）
マラソンの部　　令和６年２月11日（祝・日）
※マラソンの部の参加者募集は、あらためて町広報紙等でお知らせします。

第１回いかるがの里 聖徳太子マラソン
「ファンランの部」
日時　10月９日（祝・月）
　　　※小雨決行、荒天中止
スタート時間
　３㎞コース　午前９時
　６㎞コース　午前10時15分
大会会場　三井観光駐車場
コ ース　三井観光駐車場をスタート・ゴールと

し、法輪寺、いかるが溜池周遊道路を走行す
る自然溢れるコース

種目
　 ３㎞コース
　　・小学生未満～小学生低学年
　　・男子　小学生高学年
　　・男子　中学生
　　・男子　一般
　　・女子　小学生高学年
　　・女子　中学生
　　・女子　一般
　 ６㎞コース
　　・小学生未満～小学生低学年
　　・男子　小学生高学年
　　・男子　中学生
　　・男子　一般
　　・女子　小学生高学年
　　・女子　中学生
　　・女子　一般

申込期間　８月１日（火）午前９時から
　　　　　31日（木）午後５時まで
申 込方法　インターネット（ＲＵＮＮＥＴ）でお申し

込みください。
　URL（https://runnet.jp/）
参加資格　
　・下記の制限時間内にゴールできる人
　・４歳以上の健康な人
　　※ 小学生未満のお子さんは、保護者の付き添いを

お願いします。
定員　上限なし
制限時間　
　・３㎞コース　スタート後 ６０分
　・６㎞コース　スタート後 ９０分
参加費
　・一般（高校生以上）　１，０００円
　・中学生以下　５００円
参加賞　オリジナルタオル
記 録　レースの記録は Athlete Tag で計測し、完走

者全員に、大会当日の記録を記載した完走証を配布
します。

表彰
　各種目別１位～３位の選手を表彰します。
その他
　 その他注意事項、申込規約、個人情報に取

り扱いについては、大会ホームページをご
確認ください。

広告

第１回いかるがの里 聖徳太子マラソン第１回いかるがの里 聖徳太子マラソン
「ファンラン「ファンランのの部」参加者募集部」参加者募集
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お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は

　
８
月
31
日（
木
）ま
で
に

　
　
子
育
て
支
援
課

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
１
５
２
）

　
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
、
８
月
１

日（
火
）～
31
日（
木
）に
子
育
て
支
援
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
対
象
者
に
は
、

現
況
届
の
案
内
を
郵
送
し
ま
す
）
現
況
届

を
提
出
し
な
い
と
、
８
月
以
降
の
手
当
を

受
給
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
届
出
を
２
年

間
提
出
し
な
い
と
受
給
資
格
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
や
、
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障

が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い

る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、

児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。（
児
童
手

当
と
は
異
な
り
ま
す
）
該
当
す
る
人
で
申

請
し
て
い
な
い
場
合
は
、
子
育
て
支
援
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
？

「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

　
福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
４
）

　
障
害
者
や
病
気
の
人
は
、
外
見
か
ら
は

分
か
ら
な
く
て
も
援
助
や
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
援
助
や
配
慮
を
必

要
と
し
て
い
る
人
が
、
周
囲
の
人
に
援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
こ
と
で
、
援
助
を
得
や
す
く
な
る
よ

う
作
成
さ
れ
た
マ
ー
ク
で
す
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
付
け
た
人
を
見

か
け
た
場
合
に
は
、
電
車
・
バ
ス
内
で
席

を
譲
る
、
声
掛
け
を
す
る
、
災
害
時
の
避

難
の
支
援
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
役
場
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
配
布
を
希
望
す
る
人
は
、
福
祉

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
配
布
対
象

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者

・
療
育
手
帳
の
所
持
者

・ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
所
持
者

・
難
病
患
者

・
妊
産
婦

・ 

そ
の
他
援
助
や
配
慮
を
必
要

と
す
る
人

戦
没
者
追
悼

正
午
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

　
８
月
15
日（
火
）に
、
全
国
戦
没
者
追

悼
式
が
行
わ
れ
、
斑
鳩
町
で
も
正
午
に

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け
た
人
を
見

か
け
た
ら

●�

電
車
・
バ
ス
の
な
か
で
は
席
を
お
譲
り

く
だ
さ
い

　

 　
外
見
で
は
健
康
に
見
え
て
も
疲
れ
や

す
か
っ
た
り
、
つ
か
ま
り
立
ち
の
姿
勢

を
保
つ
こ
と
が
困
難
な
人
も
い
ま
す
。

●�

駅
な
ど
で
声
を
掛
け
る
な
ど
の
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す

　

 　
交
通
機
関
の
事
故
な
ど
、
突
発
的
な

で
き
ご
と
に
対
し
て
臨
機
応
変
に
対
応

す
る
こ
と
が
困
難
な
人
も
い
ま
す
。

●�

災
害
時
は
安
全
に
避
難
す
る
た
め
の
支

援
を
お
願
い
し
ま
す

　

 　
視
覚
障
害
や
聴
覚
障
害
の
あ
る
人

は
、
情
報
の
入
手
が
難
し
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
体
が
不
自
由
な
人
は

自
力
で
の
迅
速
な
避
難
が
困
難
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成9年5月9日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
花「
さ
ざ
ん
か
」

大規模災害が発生した場合、
地域で互いに協力しながら助
け合う〇〇が必要となります。〇〇に入る
言葉は？　①公助　②共助　③自助

〈８月16日（水）必着〉
応 募方法　クイズの答え・住所・氏名・電話番号を、はがき（〒636-0198 斑鳩町

役 場・ 広 報 ク イ ズ 係 ）、fax（0745-74-1011）、E メ ール（soumu@town.
ikaruga.nara.jp）のいずれかの方法で役場まで。正解者のなかから、抽選で２
人に斑鳩町商工会で購入できる「斑鳩ブランド認定品」商品券1,000円分をプレ
ゼントします。プレゼントの当選発表は、発送をもってかえさせていただきます。

7月号広報クイズの答　②（応募件数11）

Q

▲

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、お書き添え
ください。
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奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
催

　
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

（
☎
０
７
４
６
㊷
８
１
０
０
）

　
奈
良
県
で
は
、
森
林
環
境
の
維
持
向
上

に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
し
、
そ
れ

を
実
践
で
き
る
技
術
と
技
能
を
備
え
た
人

材
を
養
成
す
る
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア

カ
デ
ミ
ー
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
入
学
希

望
者
を
対
象
に
、
在
校
生
や
職
員
と
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
・
実
習
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、

学
生
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催
し
ま
す
。（
参
加
無
料
）

日
時　
８
月
27
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所

　
午 

前　
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア
カ
デ

ミ
ー（
吉
野
郡
吉
野
町
飯
貝
６
８
０
）

　
午 

後　
奈
良
県
林
業
機
械
化
推
進
セ
ン

タ
ー（
吉
野
郡
吉
野
町
香
束
１
３
２
０
）

定 

員　
40
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
）

申 

込
期
限　
８
月
13
日（
日
）ま
で
（
参
加

決
定
の
連
絡
は
８
月
14
日（
月
）以
降
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
）

※ 

詳
し
い
情
報
は
、
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://nfa.ac.jp/

）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● スポーツ 大会のお知らせ８
月
の
納
税

○
町
県
民
税

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
２
期
分
）

　
…
税
務
課
（
☎
内
線
１
５
４
）

○
国
民
健
康
保
険
税

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
２
期
分
）

　
…
国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
２
期
分
）

　
…
福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
６
）

納
期
限

８
月
31
日
㈭

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　すべての子どもが、将来に希望を持って健やかに成長できるよう、子どもたちが、食を通じた団ら
んの中で、コミュニケーションを図り、地域で安心して過ごすことのできる居場所としての「子ども
食堂」の新規開設や活動促進を応援します。

斑鳩町子ども食堂開設・活動促進事業補助金の概要

補助対象
事業（補
助の対象
となる取
組）

子ども食堂事業で、次の各号のいずれにも該当するもの。
（1） 　子ども食堂事業を継続して毎月１回以上定期的に開催すること。ただし、町長が適当と認める場

合は、この限りでない。
（2）　１回当たり10食以上の食事を提供できる体制をとること。
（3） 　営利を目的とするものでないこと。ただし、利用者から食材等の実費相当額を徴収することがで

きるものとする。
（4）　管轄する保健所への届出等所要の衛生管理を行っていること。
（5）　食物アレルギーのある子どもが誤食しないように配慮していること。
（6） 　補助の対象となる子ども食堂事業の実施に関し、同一会計年度において、町から同種の助成を受

けていないこと。
（7）　（1）～（6）に掲げるもののほか、町長が別に定める事項を遵守すること。

補助対象
経　　費

食材費・消耗品費・印刷製本費・保険料・会場使用料その他事業の実施に直接必要な経費
※次の経費は、補助対象としない。

（1）　補助対象団体の運営に関する経費
（2）　補助対象団体の構成員に対する人件費、謝礼、交通費及び宿泊費
（3）　補助対象団体の構成員による会合の飲食費
（4）　（1）～（3）に掲げるもののほか、補助することが適当でないと認められる経費

補助金額 補助金額　＝　【補助対象経費】－【利用料、寄附金、協賛金その他の収入額】（千円未満端数切捨）
　　　　　　　※限度額　5,000円 / 月額　×　子ども食堂事業実施月数＝60,000円 / 年

申請方法 詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、子育て支援課へお問い合わせください。

問 合 せ 子育て支援課（生き生きプラザ斑鳩内）
☎0745-75-1152　　メールアドレス：kosodate@town.ikaruga.nara.jp

中央体育館（☎0745-75-3100）

※ 申し込み、詳細については、中央体育館へお問い
合わせください。（水曜休館）

大 会 名 男女混合一般バレーボール大会

日 時 ９月３日（日）午前9時～

場 所 中央体育館

申込期間 8月14日（月）～28日（月）

斑鳩町で「子ども食堂」はじめませんか？
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寄
附
の
お
礼

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
グ
ル
ー
プ

〝
小
さ
な
灯
〟
運
動

ち
び
っ
こ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

　
１
台

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

　
寄
附
に
際
し
て
、
７
月
11
日
に
寄

贈
式
を
開
催
し
ま
し
た

設
置
場
所　
た
つ
た
保
育
園

１ 遺言書の紛失、改ざんの防止

２ 家庭裁判所の検認不要

３ 相続人等への保管の通知

４ 保管手数料３，９００円

法務省ホームページ

遺言書の内容については

法律の専門家への

相談をお願いします

手続には予約が

必要です︕︕

遺言書を
作成して
相続手続を
スムーズに

☎ 0742-23-5456
お問い合わせは奈良地方法務局まで

遺言書保管制度 検索

あなたの遺言書、法務局が守りますあなたの遺言書、法務局が守ります

あなたの遺言を
きちんと

伝えるための
制度です

自筆証書遺言書保管制度自筆証書遺言書保管制度

● 今のうちから、相続した土地・建物の相続登記をしましょう︕

● 今なら、相続登記の免税措置も、拡大されています

● 相続の際、遺産分割をきちんと済ませましょう︕

☎ 0742-23-5230
お問い合わせは奈良地方法務局まで

※正当な理由がなく義務に違反した場合、
１０万円以下の過料が科されることがあります

あなたと家族を
つなぐ相続登記 検索

相続・登記の
専門家への相談
も、ご検討ください

登記の手続は
法務局の

ホームページを
ご覧ください

令和６年４月１日から相続登記の
申請が義務化(※)されます！申請が義務化(※)されます！
令和６年４月１日から相続登記の

法務省ホームページ法務省ホームページ
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事 業 名 実施日 受付時間 対　　象 内　容　な　ど

助 産 師 相 談

８月16日㈬
８月23日㈬
８月30日㈬
９月 6 日㈬
９月13日㈬

９：30～
10：30

妊娠中の人や　
乳幼児の保護者

○ 産前・産後についての相談や母乳育児・授乳
などについての相談

申込：各実施日の前日まで

前期離乳食教室
８月17日㈭ 13：15～

13：30
Ｒ５年３・４月生
（申込先着15組）

○離乳食の作り方・進め方のお話
持物：母子健康手帳、手拭きタオル、お茶、
　　　健康マイレージポイントカード
申込：実施日の前日まで

後期離乳食教室
８月18日㈮ ９：00～

11：00 Ｒ４年10・11月生
○個別相談
持物： 母子健康手帳、健康マイレージポイント

カード
申込：実施日の前日まで

乳 幼 児 相 談
（育児・栄養相談）

①
８月24日㈭

９：30～
10：30

就学までの児
〇育児や食事のことなどについての相談
持物：母子健康手帳
　　　（※身体計測希望の場合はバスタオル）
申込：各実施日の前日まで

②
９月 5 日㈫

13：30～
14：30

身 体 計 測
９月14日㈭ ９：30～

11：00 就学までの児
○身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳、バスタオル、
　　　健康マイレージポイントカード
申込：実施日の前日まで

事　業　名 実 施 日 時間 定員 内　　　　　容
こころの健康相談

（精神保健福祉士による） ９月４日㈪ 13：00～
15：00 ２人 気分が落ち込みやすくなった、理由もなく涙が

出る、最近家族のようすがおかしいなどの相談。

●日時：９月６日（水）
　　受付時間　午前の部　　午前９時～正午
　　　　　　　午後の部　　午後１時～４時

●場所：生き生きプラザ斑鳩　機能回復訓練コーナー

●対象：町在住の20歳以上の人

●定員：150人（先着順・完全予約制）

●持物：健康マイレージポイントカード

●申込：８月４日（金）～

※ 正しく測定するため、服装はズボン（なるべく裾が
広がっていないもの）・平らな靴でお越しください。

※ 混雑状況により、お待ちいただく可能性があります。

　「歩行速度」「歩幅」「歩行軌跡」
の３つの項目を同年代・同性と比較
したものがご自身の「歩行能力」と
なります。

受　　付
　　↓
測　　定　普段の歩き方で会場の
　　↓　　 床を５メートル歩く
結果説明　 スタッフから結果説明を

聞く

５～10分程度で
測定できます

= 健康マイレージポイント対象事業です

カレンダー健 康子ども

（事前申込要：電話申込可）

（事前申込要：電話申込可）

■ 健康相談予定表

歩行能力ってなに？

当日のながれ

歩 行 能 力 測 定歩 行 能 力 測 定

１

２



保健センター（☎0745－70－
000

1）

（fax0745－74
－09

03
）

保

健センターだ
より
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　町では、がんの早期発見を目的として、令和５年６月に「乳が
ん検診」「子宮頸がん検診」の無料クーポン券を郵送しています。
まだ受けていない人は、早めに検診を受けましょう。

　●対　象：
　　子宮頸がん検診　今年度21歳を迎える女性
　　乳がん検診　　　今年度41歳を迎える女性

　●有効期限：令和６年２月29日（木）まで

事　業　名 実施日 受付時間 対 象 者 注　意　事　項

子宮頸がん
検診

９月 2 日㈯
９月28日㈭

13：15～
　13：45

20歳以上
の女性

（申込先着）各20人
令
和
４
年
度
に
町
の
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人

○子宮頸がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※ 子宮頸がん検診を受診する人は受診しや

すいスカートを着用してください。

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・ 乳房の手術を受けた人（しこりの切除等

を含む）
・授乳中または断乳直後の人
※ 乳がん検診を受診する人はバスタオル
（検診時に使用します）をご持参ください。

※ 子宮頸がん・乳がん検診は２年に１回で
す。

　 申し込み時に必ず前回受診日をお知らせ
ください。

☆
持
物
　
健
康
手
帳
・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
・
マ
ス
ク
（
検
診
車
内
の
み
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
）

☆
結
果
　
異
常
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
４
週
間
前
後
で
通
知
し
ま
す

☆
手
話
通
訳
・
託
児
等
が
必
要
な
人
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

乳がん検診
（マンモグラフィ

のみ）
40歳以上
の女性

（申込先着）各30人

子宮頸がん・
乳がん

（マンモグラフィ
のみ）

セット
検診

14：00～
　14：45

40歳以上
の女性

（申込先着）各60人

大 腸 が ん
検診 ９月６日㈬

容器提出日
９：00～
　11：00 35歳以上

○ 容器は提出日１週間前までに保健セン
ターで購入してください。（容器代220
円）

※事前申込不要

胃がん検診
（X 線検査）

９月12日㈫
９月13日㈬

８：30～
　10：00

35歳以上

（申込先着）各20人

令
和
４
年
度
に
町
の
胃
内
視
鏡
検
査

を
受
診
し
て
い
な
い
人

○ 胃がん検診を受ける人は、検査前日の夕
食は消化の良いものにして、午後９時ま
でにすませてください。検査当日の朝は、
絶飲食・禁煙です。

　（水・薬も飲まないでください）
○ 下記の人は、医師に相談のうえ、受診し

てください。
　・現在お薬を飲んでいる人
　・ けがや麻痺などがあり、運動に制限の

ある人
○ 検査当日は、朝から入れ歯安定剤を使用

しないでください。
※ 過去にバリウムを飲んで体調が悪くなっ

た人は申し込み時に必ずお伝えください。

○ 喀たん検診を希望する人は、当日容器を
保健センターで購入してください。（容
器代220円）

〇 服装は金具のついていない無地のシャツ
とズボン（ジャージなど）着用で受診し
てください。

胃 が ん
（X 線検査）・
 肺がん
セット
検診

40歳以上

（申込先着）各40人

肺がん検診
10：30～
　11：00

40歳以上
（申込先着各30人）

※ 新型コロナウイルスワクチン接種後
に、接種した側のわきや首などのリン
パ節が腫れることがあり、乳がん検診
の判定に影響をおよぼすことがありま
すので、検診はワクチン接種後少なく
とも４～６週間後、または接種前に受
けてください。

おとな ■ がん検診予定表（集団検診）
（事前申し込み要：電話・ｆａｘ・メール申込可）

守ろう！あなたの健康
～がん検診を受けましょう～

がん検診無料クーポン券がん検診無料クーポン券をを
利用利用しましたか？しましたか？

= 健康マイレージポイント対象事業です



８月号
令和5年8月1日発行

（通巻695号）

　 28,123人
　　（前月比　－14）
　　男13,346人
　　女14,777人
　 　12,164世帯
　　（前月比　－3）

（令和5年6月30日現在）
問合せ
斑鳩町総務部総務課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7-12
☎　0745-74-1001
fax　0745-74-1011
※かけ間違いに注意 !

広報広報

E メール
info@town.ikaruga.nara.jp
ホームページ
https://www.town.ikaruga.nara.jp/

人の動き

※この「広報斑鳩」は毎月１日を挟む前後３日間（４月は１～３日、12月は
26~28日）で、町内の全家庭に直接お届けしています。ご近所で配布されて
いない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ : 総務課（☎0745-74-1001　内線274） 202023.8.  広報 

配布対象者配布対象者
　令和５年６月30日現在、　令和５年６月30日現在、
斑鳩町に住民登録のある人斑鳩町に住民登録のある人

生活応援券の内訳生活応援券の内訳
【一般】【一般】５, ０００円５, ０００円
　　共通券５００円×６枚、　　共通券５００円×６枚、
　　限定券５００円×４枚　　限定券５００円×４枚

【中学生以下及び６５歳以上】【中学生以下及び６５歳以上】７, ５００円７, ５００円
　　共通券５００円×９枚、　　共通券５００円×９枚、
　　限定券５００円×６枚　　限定券５００円×６枚
　※中学生以下： 平成20年４月２日以降に　※中学生以下： 平成20年４月２日以降に

生まれた人生まれた人
　　６５歳以上： 昭和34年４月１日以前に　　６５歳以上： 昭和34年４月１日以前に

生まれた人生まれた人

※共通券：すべての取扱店舗で使用できます。※共通券：すべての取扱店舗で使用できます。
　限定券： フランチャイズ、チェーン店以外　限定券： フランチャイズ、チェーン店以外

の取扱店舗限定で使用できます。の取扱店舗限定で使用できます。

取扱店舗取扱店舗
　斑鳩町内の参加登録店舗　斑鳩町内の参加登録店舗
　※ 詳細は生活応援券に同封の取扱店舗一覧　※ 詳細は生活応援券に同封の取扱店舗一覧

をご確認ください。をご確認ください。

使用方法使用方法
　５００円のお買いあげで生活応援券１枚を　５００円のお買いあげで生活応援券１枚を
使用可能です。使用可能です。
※ 支払額が５００円未満でも使※ 支払額が５００円未満でも使

用は可能ですが、おつりは出用は可能ですが、おつりは出
ません。ません。

配布方法配布方法
　８月中旬から下旬に順次、各世帯に郵送し　８月中旬から下旬に順次、各世帯に郵送し
ます。ます。

有効期間
　令和５年８月２６日（土）から
　令和６年１月８日（祝・月）まで

出店説明会出店説明会
日時日時　９月２日（土）または３日（日）　９月２日（土）または３日（日）
　　　午後２時～　　　午後２時～

※ 出店の申し込み方法など詳しく説明しま※ 出店の申し込み方法など詳しく説明しま
すので、出店希望者はいずれかの日の出すので、出店希望者はいずれかの日の出
店説明会に必ずご出席ください。また、店説明会に必ずご出席ください。また、
説明会への参加について、事務局にお申説明会への参加について、事務局にお申
し込みください。し込みください。

場所場所　法隆寺ｉセンター　２階　法隆寺ｉセンター　２階
　 多目的ホール（自動車でご来場の場合は、　 多目的ホール（自動車でご来場の場合は、

駐車料金が必要です）駐車料金が必要です）

※ 出店者は、町内在住または町内事業者に※ 出店者は、町内在住または町内事業者に
限ります。限ります。

※ ガソリン・灯油を使※ ガソリン・灯油を使
用する発電機・暖房用する発電機・暖房
器具などの機器は、器具などの機器は、
使用できません。使用できません。

※ 出店説明会会場は、※ 出店説明会会場は、
変更になる場合があります。変更になる場合があります。

紅葉まつり紅葉まつり
日時日時　11月26日（日）　11月26日（日）
　　　午前10時～午後３時　　　午前10時～午後３時
場所場所　竜田公園内　竜田公園内
募集区画募集区画　50区画　50区画
　　　　　（１区画約３ｍ×2.5ｍ）　　　　　（１区画約３ｍ×2.5ｍ）
出店料出店料（１区画あたり）２，０００円（１区画あたり）２，０００円

斑鳩町紅葉まつり実行委員会事務局
（斑鳩町観光協会内）

　（☎0745-74-6800）

斑鳩町生活応援券斑鳩町生活応援券をを発行発行しますします！！

問合せ：都市創生課（☎内線296）

フリーフリー
マーケットマーケット
出店者募集出店者募集


